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   Ｃ０８Ｇ  59/50     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月11日(2012.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１１】
　更に、
（ｅ）連続的に、アミン官能性エポキシ樹脂を、混合帯域中に導入し、そして連続的に混
合帯域に、架橋剤を含む材料を添加して、電着バインダーを生成すること（その際、電着
バインダーは混合帯域を、アミン官能性エポキシ樹脂が導入され、かつ架橋剤が混合帯域
に添加されるのを合わせた速度と同じ速度で出る）と、
（ｆ１）連続的に、該電着バインダーを分散帯域中に導入し、そして連続的に分散帯域に
、酸及び水を含む混合物を添加して、電着エマルジョンを生成するか（その際、場合によ
り、少なくとも１種のバインダー及び混合物は、可塑剤及び助溶剤を含み、更に電着エマ
ルジョンは分散帯域を、電着バインダーが導入され、かつ酸と水を含む混合物が混合帯域
に添加されるのを合わせた速度と等しい速度で出る）、又は
（ｆ２）連続的に電着バインダーを、少なくとも脱イオン水及び酸の混合物で予め装填さ
れた複数の配合タンクの１つ中に導入して、電着エマルジョンを生成するか（その際、場
合により、少なくとも１つのバインダー及び混合物は可塑剤及び助溶剤を含む）
のいずれかを含む、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
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